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会計監査人の状況
（1）会計監査人の名称

有限責任監査法人　トーマツ

（2）当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額

区　分 監査証明業務に
基づく報酬（百万円）

非監査業務に
基づく報酬（百万円）

当　　　社 73 3
連結子会社 8 ―

計 81 3
(注) 1.　 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の

額を区分しておりませんので、上記の金額には金融商品取引法に基づく監査の報酬等を含めておりま
す。

2.　 海外子会社のうち、日清奥利友（中国）投資有限公司およびIntercontinental Specialty Fats Sdn. 
Bhd.の計算関係書類の監査は、当社の会計監査人が加盟するDeloitte Touche Tohmatsu  Limited
の現地事務所が行っております。また、PT Indoagri DaitocacaoについてはErnst & Youngの現地
事務所が同社の計算関係書類の監査を行っております。

3.　 監査役会は、会計監査人の監査計画の内容および報酬見積りの算出根拠となる監査時間、会計監査の
職務遂行状況について必要な検討を実施し、報酬等の額について検証を行った結果、会社から提示さ
れた金額は妥当であると判断し同意しました。

（3）非監査業務の内容
　当社が会計監査人に対して報酬を支払っている非監査業務の内容は、社債発行に伴うコンフォートレ
ター作成等であります。

（4）会計監査人の解任または不再任の決定の方針
　監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認められる場合は、監
査役全員の同意に基づき会計監査人を解任いたします。この場合、監査役会が選定した監査役は、解任後
最初に招集される株主総会において、会計監査人を解任した旨と解任の理由を報告いたします。
　また、当社が定めた会計監査人の評価に関する基準に基づき、会計監査人の適切性を評価し、適切でな
いと認められる場合には、株主総会に提出する会計監査人の解任または不再任に関する議案の内容を決定
いたします。
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取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制
その他業務の適正を確保するための体制ならびに当該体制の運用状況

1.　業務の適正を確保するための体制
　当社における業務の適正を確保するための体制についての決定内容は以下のとおりです。

　(1)  取締役の職務の執行および執行役員・使用人の業務の執行が法令および定款に適合することを確保する
ための体制

①　取締役会は、社外取締役複数名を含む構成とする。
②　執行役員制を採用し、取締役の職務と業務執行に関する職務権限とを明確に区分する。
③　内部監査部門を置き、執行役員の業務執行状況を監査する。
④　 監査役は、執行役員の業務執行状況および取締役会による執行役員の業務執行監督状況ならびに内部

監査部門が行う監査状況を監査する。
⑤　 取締役会が設置する経営サステナビリティ委員会は、当社グループの持続的な成長と社会の持続的な

発展（サステナビリティ）を実現するための基本方針の立案や、長期ビジョンで目指す姿の実現に向
けた重要課題の審議等を行う。

⑥　 取締役会が設置する社外役員協議会は、経営戦略の実現に向けて、独立性の高い社外役員の立場か
ら、当社の経営課題等について情報交換・意見交換を行う。

⑦　 取締役会が設置する企業倫理委員会は、グループ全体の企業倫理に対する取組みの統括管理を行い、
必要に応じ顧問弁護士等との連携を図る。

⑧　取締役が遵守すべきコンプライアンスの基本、違反に対する懲罰等を取締役倫理規程に定める。
⑨　 経営理念およびコアプロミスに基づく「日清オイリオグループ行動規範」を制定し、グループ全体へ

の浸透を図る。
⑩　 当社グループの取締役・執行役員・使用人は、反社会的な勢力に対して屈することなく毅然とした態

度で臨む。
⑪　 企業倫理ホットラインを設置し、子会社も対象として通報を受け付け、提供された通報については企

業倫理委員会で審議し、再発防止を図る。
⑫　 事業年度ごとにコンプライアンス・プログラムを策定し、これに基づき法務部門がグループ全体への

コンプライアンス浸透のための施策を行う。

　(2) 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
①　 当社グループのリスクマネジメントは、取締役会が設置するリスクマネジメント委員会が主管する。

同委員会ではリスクの棚卸をしてリスクマップを作成し、重要なリスクに対する担当部門等を特定す
る。

②　 当社グループは、重要なリスクに対するＰＤＣＡサイクル（計画：Plan、実行：Do、評価：Check、
改善：Act）によるリスクマネジメントを実施する。

③　 リスクマネジメント委員会は、リスクが顕在化した場合の緊急体制を整備し、危機対応を図る。
④　 設備投資、Ｍ＆Ａおよび事業再編などの重要な投融資案件については、子会社に関する案件も含め、

投融資規程に基づき取締役会が設置する投融資委員会に諮り、審議する。
⑤　 当社グループは、経理規程、与信管理規程、情報セキュリティ管理規程等の諸規程の今日的な見直し

を恒常的に行い、必要に応じ改定または新たな規程の整備を行う。
⑥　 内部監査部門は、業務における諸規程の遵守状況を監査する。
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⑦　 係争または係争に発展するリスクの高い事象が発生した場合、部門長および子会社の代表者は経営企
画部門等の管理部門、主管部門等に対して、速やかに報告を行う責任を負う。

　(3) 取締役の職務の執行および執行役員の業務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
①　 執行役員制を採用し、取締役が重要案件について議論を活性化し、迅速かつ機動的な意思決定を可能

とする体制とする。
②　 執行役員会は執行役員会運営規程に従い、取締役会から委譲された権限範囲内の重要案件に係る意思

決定、および業務執行状況の報告ならびに確認を行う。
③　 事業戦略会議は、中期経営計画の実現に向けた事業戦略課題の審議等を通じ、業務執行の確度を高め

る。
④　 取締役会および執行役員会は、取締役の職務執行および執行役員の業務執行の効率性を高めるため

に、各種審議委員会等を設置する。
⑤　 各事業年度のグループ経営計画において、各部門および各子会社ごとに目標および予算配分等を定め

る。
⑥　 各部門および各子会社を担当する執行役員は、当社グループの経営計画を構成する各部門および各子

会社の目標を達成する責任を負う。
⑦　 経営企画部門および財務部門は、当社グループの経営計画および損益計画の進捗管理のための管理シ

ステムを構築し、適時改善を図る。
⑧　 当社グループは、取締役会規程などの社内規程に基づく意思決定および職務権限のルールにより、適

正かつ効率的に職務の執行を行う。

　(4) 取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制
①　 取締役会の構成員が相互に職務執行状況の確認ができる体制を確保するという視点から、取締役会規

程・同運用基準、文書管理規程等の見直しおよび整備を行う。
②　 電磁的方法を積極的に利用し、社外取締役および社外監査役による情報の収集における利便性の向上

を図る。

　(5) 財務報告の適正性を確保するための体制
①　 信頼性のある財務報告を重視し、「財務報告に係る内部統制規程」に基づき、内部統制の整備、運用、

評価、改善を継続的に行う。

　(6)  子会社の取締役の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体制その他当社グループにおける業務
の適正を確保するための体制

①　 当社が子会社に対し行う管理、指導、育成の基本事項は、関係会社管理規程に定める。同規程に定め
るところに従い、当社は、子会社に対して営業成績、財務状況その他の重要な情報について、定期的
な報告をさせるものとする。子会社において、会社に著しい損害を及ぼすおそれのある事項、または
法令違反等のコンプライアンス関連事態が発生した場合には、子会社の取締役、監査役および使用人
は、当該子会社を担当する執行役員に速やかに報告を行う。

②　 当社は、子会社全体の管理を行う担当部門を置き、企業集団としての戦略と子会社運営の適正性を総
合的に評価する。

③　 当社の執行役員の中から子会社ごとに担当役員を任命し、経営の責任体制を明確にする。担当役員は
子会社の適正な業務遂行を指導する。
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④　 子会社の非常勤取締役を親会社から選任する。非常勤取締役は、子会社の独立企業としての発展と連
結経営における企業価値の最大化を共に実現すべく、業務執行状況を監督する。

⑤　 当社の内部監査部門は定期的に子会社の内部監査を実施する。
⑥　 国内の子会社については親会社から非常勤監査役を選任し、当該子会社が監査範囲の限定が可能な場

合においても、業務監査権限を付与する。
⑦　 海外子会社の会計監査を原則として当社会計監査人が所属する監査法人グループの現地監査人に委嘱

することとし、具体的な取扱いはガイドラインに定める。

　(7)  監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する事項、当該
使用人の取締役からの独立性に関する事項および当該使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項

①　 監査役の職務の補助は、内部監査部門との緊密な連携をもって対応することを基本方針とし、内部監
査部門の充実に必要な措置を適宜講ずる。

②　 前号にかかわらず、なお当該使用人が必要となる場合にはこれを配置し、人事異動、人事考課等につ
いて取締役および執行役員からの独立性の確保に配慮する。

③　 監査役の職務の補助を兼任で行う者は、監査役から指揮命令を受けた場合、特段の理由がない限りは
これを優先させなければならない。

　(8) 監査役への報告に関する体制
①　 監査役は、経営上の重要な会議へ出席し、また重要な意思決定に係る文書を閲覧することができる。
②　 会社に著しい損害を及ぼすおそれのある事項、または法令違反等のコンプライアンス関連事態が発生

した場合には、取締役、執行役員および使用人は監査役に対し報告をすることとする。
③　 子会社において前号の事態が発生した場合、当該子会社を担当する執行役員は監査役に対し速やかに

報告を行う。
④　 子会社の取締役および使用人においても、当社監査役から業務執行に関する事項について報告を求め

られたときは、速やかに適切な報告を行う。
⑤　企業倫理ホットラインの担当部門は、通報の内容につき、監査役に対し報告を行う。

　(9)  前項の報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保するための
体制

①　 当社グループの監査役へ報告を行った当社グループの取締役、執行役員および使用人に対し、当該報
告をしたことを理由として不利な取扱いを行うことを禁止し、その旨を当社グループの取締役、執行
役員および使用人に周知徹底する。

　(10) 監査役の職務の執行について生ずる費用の前払いまたは償還の手続きその他の当該職務の執行について
生ずる費用または債務の処理に係る方針に関する事項

①　 監査役がその職務の執行について、会社法に規定される費用の前払い等の請求をした場合には、当該
請求に係る費用または債務が当該監査役の職務の執行に必要でないと認められた場合を除き、速やか
に当該費用または債務を処理する。

②　監査役の職務の執行について生ずる費用について、毎年、監査計画に応じた予算を設ける。

　(11)その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
①　 経営企画部門等の管理部門が監査役監査に協力すること、取締役、執行役員および重要な使用人は監

査役からの質疑等に対し速やかに回答することを規定する。
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②　取締役社長は、監査役および会計監査人それぞれと定期的に意見交換会を開催する。

2．業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
　 当事業年度の業務の適正を確保するための体制については、以下の内容をはじめ、上記の決定内容に 

沿った運用を行っております。

　(1)  取締役の職務の執行および執行役員・使用人の業務の執行が法令および定款に適合することを確保する
ための体制

・ 取締役会の実効性を担保し、向上させるため、毎年、各取締役・監査役による取締役会の実効性評価を
実施しております。さらなる実効性の向上に向け、調査結果から抽出した重点的に審議・対応すべき課
題を中心に議論を深め、必要な対応を図っております。

・ 社会に存在価値のある企業グループとして、事業活動を通じて持続可能な社会を実現・発展させていく
には、当社グループのみならず、サプライチェーン全体としての取り組みが重要との認識のもと、すべ
ての原材料やサービスなどの調達活動の指針となる「日清オイリオグループ調達基本方針」を2018年
６月に制定しました。また、主要原材料における社会・環境課題を踏まえ、「パーム油調達方針」・「大
豆調達方針」・「カカオ調達方針」も制定しております。

「日清オイリオグループ調達基本方針」を実現していくための具体的なガイドラインとして「日清オイ
リオグループサプライヤーガイドライン」を2024年３月に制定しました。法令遵守のほか、環境や人
権などの社会課題に対して取引先とともに社会的責任を果たすべく、推進いたします。

・ 経済産業省、農林水産省、国土交通省の連名による「物流の適正化・生産性向上に向けた荷主事業者・
物流事業者の取組に関するガイドライン」を踏まえ、当社としての「物流の適正化・生産性向上に向け
た自主行動計画」を策定しました。法令遵守のほか、物流を取り巻く課題に対して、取組みを推進いた
します。

・ 弁護士が講師を務める企業倫理講演会を開催し、当社の管理職が受講しました。また、当社グループの
従業員等を対象に啓発・教育活動を実施することなどにより、行動規範のグループ内への浸透およびコ
ンプライアンス推進を図っています。

・ 企業倫理ホットラインについては、社内窓口および社外窓口を設け、匿名での情報提供を可能として運
用しております。

・当社法務部門は、当社グループの法令遵守状況の確認を行うとともに、法務教育を実施しております。

　(2) 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
・ リスクマネジメント委員会において、当事業年度の期初に、当社事業の重要リスクを整理し、それに対

するリスクマネジメントの取組み計画を策定しております。当事業年度の期末において、取組み状況の
報告・評価や新たに発現したリスクの整理を行ったうえで、次年度のリスクマネジメント方針について
検討しました。

・ ＢＣＰ（事業継続計画）を随時見直すとともに、主要拠点において発動を想定した訓練を実施しております。
・ 投融資の運用について、投融資規程に基づき、経営戦略との整合性、資本コストおよびインターナル

カーボンプライシングを踏まえた投資採算性、中長期的な投資戦略、事業の継続性などの観点で案件の
推進の可否を判断しております。また、推進中の案件についてもモニタリングを行っております。
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　(3) 取締役の職務の執行および執行役員の業務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
・ 「日清オイリオグループビジョン2030」で目指す姿の実現に向けて、最初の４年間の具体的な成長戦略

として、2021年度から中期経営計画「Value Up +」を推進しています。「Value Up＋」においては、「す
べての人の健康」「おいしさ、美のある豊かな生活」「地球環境」「食のバリューチェーンへの貢献」「信
頼でつながるサプライチェーン」「人材マネジメント」の６つの重点領域における課題解決を通じた社
会との共有価値の創造（ＣＳＶ）を通じて、持続的な成長を目指しております。

・ 「日清オイリオグループビジョン2030」で目指す姿の実現に向けて、各重点領域における取り組みを着
実に遂行していくことを目的に、「Value Up＋」の期間におけるＫＰＩ管理のフレームワーク（達成チ
ャート）を設定しております。

　 「Value Up +」で目指す経営目標を実現するための取り組みについて、「成長性」「積極投資」「持続性」
「効率性」の４つの視点から整理し、ＣＳＶ目標を含めた８つのＫＧＩと、そこから派生する具体的な
行動目標を年度毎にそれぞれ 64 個のＫＰＩに展開しています。

　 この経営目標を部門戦略とＫＰＩに展開するフレームワークを活用し、計画の進捗状況を管理しており
ます。

・ 「日清オイリオグループビジョン2030」における重点領域のＣＳＶ目標の進捗状況のモニタリングをす
るとともに、当社グループが重点領域で創造したい価値を今日的な視点で改めて検証し、ＣＳＶ目標の
内容についての見直しを行いました。

・ 当社グループの中期経営計画の達成に向け、毎月開催される執行役員会において、経営計画の進捗管理
を行っております。

　(4) 取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制
・ 取締役会、執行役員会ならびに取締役会の諮問委員会および取締役会が設置する審議委員会などの議事

録を法令および社内規程等に基づき保存しており、取締役会の構成員がこれらを閲覧できる体制をとっ
ております。

・ 社外取締役および社外監査役に対しても、社内取締役および執行役員と同様の社内イントラネットを提
供しており、情報共有する体制を運用しております。

　(5) 財務報告の適正性を確保するための体制
・ 内部統制委員会の運営を通して内部統制システムの強化・改善を継続的に実施しております。また、内

部統制システムの運用評価を内部監査室が実施しております。

　(6)  子会社の取締役の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体制その他当社グループにおける業務
の適正を確保するための体制

・ 関係会社管理規程に定めるところにより、各子会社から営業成績、財務状況その他の重要な情報につい
て定期的に報告を受け、四半期ごとに執行役員会に報告しております。

・ 内部監査室は、年度計画に基づき子会社の監査を実施し、業務の適正が確保されていることを確認して
おります。

　(7)  監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する事項、当該
使用人の取締役からの独立性に関する事項および当該使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項

・ 内部監査室を兼務する監査役スタッフを２名配置して監査役監査業務の補助を行うとともに、内部監査
室との連携を強め、監査機能の充実・強化を図っています。
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　(8) 監査役への報告に関する体制
・ 常勤監査役が執行役員会へ出席するとともに、経営サステナビリティ委員会、リスクマネジメント委員

会、内部統制委員会、および事業戦略会議にオブザーバー出席することなどにより、内部統制に関する
状況の把握を可能にしております。

　(9) その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
・ 監査役は、取締役社長と四半期ごとに、会計監査人および内部監査室とは四半期に一度以上、意見交換

会を実施しており、監査の実効性を高めております。
・ 取締役・執行役員との個別面談、各部門・子会社への往査、監査役とコーポレートスタッフ部門との定

期協議等により実効性の維持・向上を図っています。
・ 監査役の監査の実効性向上に向けた取り組みとして、監査役会の実効性に関する評価を実施しました。

抽出された課題について、実効性の更なる改善に向け、必要な対応を図っております。
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会社の支配に関する基本方針
1.　基本方針の内容

　当社は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者は、当社の経営理念、企業価値を生み出す源
泉、あらゆるステークホルダーとの信頼関係などを十分に理解し、当社の企業価値ひいては株主の皆様
共同の利益を持続的に確保し、向上させる者でなければならないと考えております。
　上場会社である以上、当社株式の大規模買付行為に対し、売却を行うか否かの判断や会社の経営を委
ねることの是非に関する判断は、最終的には個々の株主の皆様に委ねられるべきものであります。しか
しながら、株式の大規模買付行為の中には、その目的等から見て企業価値ひいては株主の皆様共同の利
益を損なうことが明白であるもの、買収に応じることを株主に強要するおそれがあるものなど、当社グ
ループの企業価値ひいては株主の皆様共同の利益が毀損されるおそれのあるものも想定されるため、株
主の皆様が十分な情報を得たうえで判断をされることが必要と考えております。

2.　具体的取組みの内容の概要
　(1) 企業価値・株主の皆様共同の利益の確保・向上に向けた取組み

　当社は、当社の企業価値の源泉が、食品からファインケミカルまでの幅広い事業を通じて得た広範な 
知識と豊富な経験、蓄積された高い技術力、株主の皆様をはじめとするあらゆるステークホルダーから 
の信頼とご支援など、1907年の創立以来110年以上の永きに亘って培ってきた経営資源に存すると考えて
おります。
　この経営資源に基づき、当社グループは中長期的な視野に立ち、企業収益及び企業の社会的価値の向
上を目指し、総合的に企業価値を高め、株主の皆様の期待にお応えできるよう努めてまいります。
　「日清オイリオグループビジョン2030」（以下「ビジョン2030」といいます）では、2030年に目指す姿
を「私たちは、“植物のチカラ®”と“油脂をさらに究めた強み”で、食の新たな機能を生み出すプラッ 
トフォームの役割を担います。そして多様な価値を創造し、“生きるエネルギー”をすべての人にお届け
する企業グループになります」とし、戦略の基本方針を「これまでより『もっとお客さまの近く』でビ
ジネスを展開する」と定めております。この「ビジョン2030」のもと、注力する重点領域における課題
解決を通じた社会との多様な共有価値の創造（ＣＳＶ）を成長のドライバーとし、持続可能な社会「サ
ステナビリティ」の実現に今まで以上に貢献してまいります。
　また、2021年度から2024年度までの中期経営計画「Value Up +」では、ＣＳＶを成長ドライバーに、マー
ケティング、テクノロジー、グローバリゼーションを追求のうえ成長戦略を加速し、「ビジョン2030」で 
目指す姿の実現に向け、企業価値の向上に努めてまいります。

　(2) 不適切な者によって支配されることを防止する取組み
　当社は、当社株式の大規模買付行為を行う者の意向を慎重に確認したうえで、当該大規模買付行為の
是非を株主の皆様に適切に判断していただくために必要かつ十分な情報（独立社外取締役の意見を尊重
した当社取締役会の意見を含みます）を提供し、検討のための時間を確保するよう努める等、金融商品
取引法、会社法及びその他関係法令の許容する範囲内において、適切な措置を講じてまいります。
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3.　具体的取組みに対する取締役会の判断及びその判断に係わる理由
　前記の具体的取組みの内容は、当社の企業価値ひいては株主の皆様共同の利益を継続的かつ持続的に
向上させるものであり、また当社役員の地位の維持を目的とするものではないことから、いずれも前記
の基本方針に沿うものと判断しております。

―	9	――	8	―

010_0579010092406.indd   9010_0579010092406.indd   9 2024/05/13   9:08:462024/05/13   9:08:46



連結株主資本等変動計算書
（2023年４月１日から
　2024年３月31日まで）

（単位：百万円）
株　主　資　本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計
当 期 首 残 高 16,332 21,663 117,899 △ 4,073 151,821
連 結 会 計 年 度 中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △ 4,397 △ 4,397
親会社株主に帰属する当期純利益 15,148 15,148
自 己 株 式 の 取 得 △ 3 △ 3
自 己 株 式 の 処 分 8 8
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の 
連結会計年度中の変動額（純額）

連結会計年度中の変動額合計 － － 10,750 4 10,755
当 期 末 残 高 16,332 21,663 128,650 △ 4,068 162,576

その他の包括利益累計額
非支配株主

持分 純資産合計その他 
有価証券 

評価差額金
繰延ヘッジ 

損益
為替換算 
調整勘定

退職給付に 
係る 

調整累計額

その他の 
包括利益 

累計額合計
当 期 首 残 高 7,199 349 4,213 △ 1,024 10,737 8,859 171,418
連 結 会 計 年 度 中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △ 4,397
親会社株主に帰属する当期純利益 15,148
自 己 株 式 の 取 得 △ 3
自 己 株 式 の 処 分 8
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の 
連結会計年度中の変動額（純額） 3,870 397 3,058 1,981 9,307 1,080 10,388

連結会計年度中の変動額合計 3,870 397 3,058 1,981 9,307 1,080 21,143
当 期 末 残 高 11,069 746 7,271 957 20,045 9,940 192,562
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連結注記表
連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等
　1.　連結の範囲に関する事項

子会社25社のうち、20社を連結の範囲に含めております。
なお、当社の連結子会社であるIndustrial Química Lasem,S.A.U.が、2023年12月にIQL-USA Inc.を設立した
ことから連結の範囲に含めております。また、当社が、2024年２月にNisshin OilliO America Inc.を設立した
ことから連結の範囲に含めております。
主要な連結子会社は次のとおりであります。

日清商事㈱、日清物流㈱、大東カカオ㈱、日清奥利友（中国）投資有限公司、
Intercontinental Specialty Fats Sdn. Bhd.、PT Indoagri Daitocacao

非連結子会社５社の総資産、売上高、純損益および利益剰余金等の持分に見合う額の合計額は、いずれも連結計
算書類に及ぼす影響が軽微であるため、連結の範囲から除外しております。

　2.　持分法の適用に関する事項
非連結子会社５社および関連会社10社のうち７社に対する投資について、持分法を適用しております。なお、当
社が、2023年10月に製油パートナーズジャパン株式会社を合弁会社として設立したことから持分法適用の関連
会社に含めております。
主要な持分法適用関連会社は次のとおりであります。

㈱ピエトロ、和弘食品㈱、幸商事㈱、中糧日清（大連）有限公司
非連結子会社５社および関連会社３社の純損益および利益剰余金等の持分に見合う額の合計額は、いずれも連結
計算書類に及ぼす影響が軽微であるため、持分法の範囲から除外しております。

　3.　連結子会社の事業年度等に関する事項
連結子会社のうち、上海日清油脂有限公司、日清奥利友(中国)投資有限公司、Intercontinental Specialty Fats 
(Shanghai) Co., Ltd. 、日清奥利友（上海）国際貿易有限公司、およびIQL-USA Inc.の決算日は12月31日であ
りますが、連結決算日である３月31日に仮決算を行い連結しております。

　4.　会計方針に関する事項
　(1)  重要な資産の評価基準及び評価方法

①　有価証券
　　その他有価証券
　　　市場価格のない株式等以外のもの…………………決算期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部

純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により
算定）

　　　市場価格のない株式等………………………………移動平均法による原価法
②　デリバティブ……………………………………………時価法
③　棚卸資産
　　製品………………………………………………………主として総平均法による原価法（貸借対照表価額について

は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）
　　原材料……………………………………………………主として先入先出法による原価法（貸借対照表価額につい

ては収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）
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　(2)  重要な減価償却資産の減価償却の方法
①　 有形固定資産（リース資産、使用権資産を除く）…定額法

主な耐用年数は、建物及び構築物が５～50年、機械装置及び運搬具が４～16年
②　無形固定資産（リース資産を除く）…………………定額法

ただし、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法
③　リース資産

所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産
……………………………………………………………自己保有の固定資産に適用する減価償却方法
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
……………………………………………………………リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

④　使用権資産………………………………………………リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法
　(3)  重要な引当金の計上基準

①　貸倒引当金
債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権に
ついては個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

②　役員賞与引当金
当社および国内連結子会社は、各社の役員の賞与の支出に備えて当連結会計年度末における支給見込額に基づ
き計上しております。

③　役員退職慰労引当金
国内連結子会社は、各社の役員の退職慰労金の支出に備えて各社の支給内規に基づき当連結会計年度末におけ
る要支給額を計上しております。

④　株式給付引当金
当社は、株式交付規程に基づく役員への当社株式の給付等に備えて当連結会計年度末における株式給付債務の
見込額に基づき計上しております。

　(4)  重要な外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しております。
なお、在外子会社等の資産および負債は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益および費用につい
ては期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定および非支配株主持
分に含めております。

　(5)  重要なヘッジ会計の方法
①　ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジ処理を採用しております。なお、為替予約については振当処理の要件を満たしている場合は振当処
理を採用し、金利スワップについては特例処理の要件を満たしている場合は特例処理を採用しております。

②　ヘッジ手段とヘッジ対象
　  〈ヘッジ手段〉 〈ヘッジ対象〉
　　為替予約取引……………………… 外貨建売上債権・仕入債務および外貨建予定売上取引・仕入取引・借入金
　　商品先物取引……………………… 外貨建予定売上取引・仕入取引
　　通貨オプション取引……………… 外貨建仕入債務・外貨建予定仕入取引
　　通貨金利スワップ………………… 外貨建貸付金又は借入金の元本および利息
③　ヘッジ方針

当社グループでは、デリバティブ・商品先物取引等管理規程等に基づき、通常の事業活動における輸出入取引
等に係る為替変動リスク、原料価格の相場変動リスクおよび借入金の金利変動リスクについて、必要な範囲内
でヘッジすることを方針としております。

④　ヘッジの有効性評価の方法
主としてヘッジ開始時から有効性判定時点までの期間において、ヘッジ対象の相場変動の累計とヘッジ手段の
相場変動の累計とを比較し、ヘッジ対象とヘッジ手段との間に高い相関関係が認められるかにより有効性を評
価しております。

　　　

―	13	――	12	―

010_0579010092406.indd   12010_0579010092406.indd   12 2024/05/13   9:08:462024/05/13   9:08:46



　(6)  収益及び費用の計上基準
以下の５ステップアプローチに基づき、収益を認識しております。
ステップ１：顧客との契約を識別する。
ステップ２：契約における履行義務を識別する。
ステップ３：取引価格を算定する。
ステップ４：取引価格を契約における履行義務に配分する。
ステップ５：履行義務の充足時に収益を認識する。
当社グループの顧客との契約から生じる収益は、主に油脂事業、加工食品・素材事業、ファインケミカル事業
における商品又は製品の販売によるものであり、当社グループは顧客との販売契約に基づき受注した商品又は
製品を引き渡す義務を負っております。
販売からの収益は、引渡時点において当該商品又は製品に対する支配が顧客に移転し、当社グループの履行義
務が充足されると判断しております。
これらの商品又は製品の販売による収益は、顧客との契約において約束された対価から、消費税等の税金を控
除した金額で測定しております。
また、取引の対価は履行義務を充足してから主として１年以内に受領しており、重要な金融要素は含んでおり
ません。
販売促進費等の顧客に支払う対価については、その内容が顧客からの別個の財又はサービスに対する支払いで
はない場合は、取引価格からその対価を控除し、収益を測定することとしております。
これら商品又は製品のうち国内の販売においては、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める
代替的な取扱いを適用し、出荷時から当該商品又は製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間
である場合には、出荷時点に収益を認識しております。

　(7)  のれんの償却方法及び償却期間
のれんは、その効果の発現する期間にわたり均等償却しております。

　(8)  退職給付に係る会計処理の方法
退職給付に係る負債および資産は、従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における見込額に基づ
き、退職給付債務から年金資産の額を控除した額を計上しております。
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法については、
給付算定式基準によっております。
数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（発生各年度における従業員
の平均残存勤務年数）による定額法により費用処理しております。数理計算上の差異は、発生の翌連結会計年
度から費用処理しております。
未認識数理計算上の差異については、税効果を調整の上、純資産の部におけるその他の包括利益累計額の退職
給付に係る調整累計額に計上しております。
なお、一部の連結子会社は、退職給付に係る負債および退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合
要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

　(9)  繰延資産の処理方法
社債発行費…………………………………………………………………………社債償還までの期間にわたる定額法
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追加情報
　（役員向け株式報酬制度）

当社は2018年５月９日開催の取締役会決議に基づき、2018年８月より、当社の取締役（社外取締役を除きま
す。）および執行役員（以下、「取締役等」といいます。）に対して、中長期的な業績の向上と企業価値の増大
に貢献する意識を高めることを目的として、株式報酬制度を導入しております。
(1)取引の概要

当社が設定する信託（以下、「本信託」といいます。）に金銭を信託し、本信託において当社普通株式（以下、
「当社株式」といいます。）の取得を行い、取締役等に対して、当社取締役会が定める株式交付規程に従って
付与されるポイント数に応じ、当社株式が本信託を通じて交付される株式報酬制度です。なお、取締役等
が当該株式の交付を受ける時期は、原則として取締役等の退任時となります。

(2)信託に残存する自社の株式
信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除きます。）により、純資産の部
に自己株式として計上しております。当連結会計年度末における当該自己株式の帳簿価額および株式数は、
446百万円および140千株であります。

連結貸借対照表に関する注記
　1.　担保に供している資産及び担保に係る債務
　(1)  担保に供している資産

投 資 有 価 証 券…………………………………………… 298百万円
298百万円

　(2)  担保に係る債務 
買 掛 金…………………………………………… 36百万円

36百万円

2. 有形固定資産の減価償却累計額（減損損失累計額を含む）… 173,833百万円

　3.　 保証債務
銀行借入金に対する保証
　当社従業員……………………………………………………… 10百万円

　4.　 当座貸越契約およびコミットメントライン契約
　当座貸越極度額およびコミットメントライン契約の総額 110,528百万円
　借入実行残高 14,226百万円
　差引額 96,302百万円

連結損益計算書に関する注記
　減損損失

当連結会計年度において、以下の資産グループについて減損損失を計上しております。
用　途 種　類 場　所

遊休資産
建物及び構築物

機械装置及び運搬具
土地

小樽市

当社グループは、事業用資産においては事業区分をもとに独立したキャッシュ・フローを生み出す最小の単位ご
とに、遊休資産においては個別物件単位で、資産のグルーピングを行っております。
上記、遊休資産について、今後使用見込みがないことから、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を
減損損失として特別損失の区分に282百万円計上しております。その内訳は、建物及び構築物214百万円、機械
装置及び運搬具20百万円、土地47百万円であります。回収可能価額は、正味売却価額により測定しております。
正味売却価額は売却見込額から処分費用見込み額を控除し算定しております。
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連結株主資本等変動計算書に関する注記
　1.　連結会計年度末における発行済株式の総数

普通株式…………………………………………………………… 33,716,257株

　2.　配当に関する事項
　(1)  配当金支払額

決議 株式の種類 配 当 金 の 
総額(百万円)

１株当たり 
配当額(円) 基　準　日 効力発生日

2023年６月23日 
定時株主総会 普通株式 2,443 75.00 2023年３月31日 2023年６月26日
2023年11月８日
取締役会 普通株式 1,954 60.00 2023年９月30日 2023年12月４日

(注) 1. 2023年６月23日開催の定時株主総会決議の配当金の総額には、取締役等への株式報酬制度のために設定した
株式交付信託に係る信託口に対する配当金10百万円が含まれております。

2. 2023年11月８日開催の取締役会決議の配当金の総額には、取締役等への株式報酬制度のために設定した株式
交付信託に係る信託口に対する配当金８百万円が含まれております。

　(2)  基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

決議 株式の種類 配当の原資 配 当 金 の 
総額(百万円)

１株当たり
配当額(円) 基　準　日 効力発生日

2024年６月27日（予定）
定時株主総会 普通株式 利益剰余金 3,583 110.00 2024年３月31日 2024年６月28日

(注)  2024年６月27日開催の定時株主総会決議の配当金の総額には、取締役等への株式報酬制度のために設定した株式
交付信託に係る信託口に対する配当金15百万円が含まれております。
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金融商品に関する注記
　1.　金融商品の状況に関する事項

当社グループでは、長期的な資金は、主に油脂事業、加工食品・素材事業、ファインケミカル事業を中心とした
投資計画に照らして必要な資金を銀行借入や社債発行により調達しております。また、短期的な運転資金を銀行
借入により調達しております。
受取手形及び売掛金に係る顧客の信用リスクは、当社の取締役会で定められた与信管理規程および各社毎に定め
た社内管理規程等に基づき、取引先毎の期日管理および残高管理を行うとともに、主な取引先の信用状況を随時
把握する体制としております。
有価証券及び投資有価証券に分類されるその他有価証券は、主に株式であり、定期的に時価や発行体の財務状況
等を把握し、保有状況を継続的に見直しております。
支払手形及び買掛金は、１年以内の支払期日であります。
借入金のうち、短期借入金は主に営業取引に係る資金調達であり、社債や長期借入金については、主に設備投資
に係る資金調達であります。
デリバティブ取引は、通常の事業活動に係る輸出入取引等を踏まえ、必要な範囲内で利用しております。

　
　2.　金融商品の時価等に関する事項

2024年３月31日（当期の連結決算日）における連結貸借対照表計上額、時価およびこれらの差額については、次
のとおりです。なお、現金及び預金、受取手形及び売掛金、支払手形および買掛金、短期借入金、１年内償還予定
の社債は短期間で決済されるため、時価が帳簿価額にほぼ等しいことから、注記を省略しております。

（単位：百万円）
連結貸借対照表 

計上額（※） 時価（※） 差額

　(1） 有価証券及び投資有価証券
　　　　関連会社株式 1,978 3,868 1,890
　　　　その他有価証券 21,726 21,726 ―
　(2） 社債 (15,000) (14,770) 230
　(3） 長期借入金 (56,632) (55,861) 771
　(4） デリバティブ取引 1,857 1,857 ―
(※)　 負債に計上されているものについては、（　）で示しています。  

デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目につい
ては、（　）で示しています。

(注１)金融商品の時価算定方法並びに有価証券およびデリバティブ取引に関する事項
　(1)  有価証券及び投資有価証券
　　　　 株式の時価については取引所の価格によっております。
　(2)  社債
　　　　当社の発行する社債の時価は、取引金融機関から提示された価格に基づき算定しております。
　(3)  長期借入金
　　　　 長期借入金の時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り引いて

算定する方法によっております。
　(4)  デリバティブ取引
　　　　 為替予約等の振当処理によるものは、ヘッジ対象と一体として処理されているため、その時価は当該ヘッジ対

象の時価に含めて記載しております。デリバティブ取引の時価は、取引先金融機関から提示された価格又は市
場価格に基づき算定しております。

(注２)非上場株式等は市場価格がないため、「(1)有価証券及び投資有価証券」には含めておりません。

―	17	――	16	―

010_0579010092406.indd   16010_0579010092406.indd   16 2024/05/13   9:08:462024/05/13   9:08:46



　3.　金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性および重要性に応じて、以下の３つのレベルに
分類しております。
レベル１の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定した時価
レベル２の時価：レベル１のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用いて算定した時価
レベル３の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価

　（時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債）
（単位：百万円）

区分 時価
レベル１ レベル２ レベル３ 合計

(1)  有価証券及び投資有価証券
　　①その他有価証券
　　　株式 21,726 ― ― 21,726
(2)  デリバティブ取引
　　通貨関連 ― 1,300 ― 1,300
　　金利関連 ― 301 ― 301
　　商品先物関連 559 890 ― 1,449

資産計 22,286 2,492 ― 24,778
(2)  デリバティブ取引
　　通貨関連 ― 148 ― 148
　　商品先物関連 279 767 ― 1,046

負債計 279 915 ― 1,195

　（時価をもって連結貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債）
（単位：百万円）

区分 時価
レベル１ レベル２ レベル３ 合計

(1)  有価証券及び投資有価証券
　　②関連会社株式 3,868 ― ― 3,868

資産計 3,868 ― ― 3,868
(3)  社債 ― 14,770 ― 14,770
(4)  長期借入金 ― 55,861 ― 55,861

負債計 ― 70,631 ― 70,631
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（注）時価の算定に用いた評価技法および時価の算定に係るインプットの説明
　(1)  有価証券及び投資有価証券
　　　①その他有価証券
　　　　 株式は、当期の連結決算日の活発な市場における無調整の相場価格に基づいて評価しているため、レベル１に

分類しております。
　　　②関連会社株式
　　　　 当期の連結決算日の活発な市場における無調整の相場価格に基づいて評価しているため、レベル１に分類して

おります。
　(2)  デリバティブ取引
　　　 通貨関連、並びに金利関連は、取引金融機関から提示される価格に基づいて評価しているため、レベル２に分類

しております。
　　　 商品先物関連は、当期の連結決算日の活発な市場における無調整の相場価格に基づいて評価する場合にはレベル

１、取引金融機関から提示された価格に基づいて評価する場合にはレベル２に分類しております。
　(3)  社債
　　　取引金融機関から提示される価格に基づいて評価しているため、レベル２に分類しております。
　(4)  長期借入金
　　　 元利金の合計額を、債務の残存期間、および借入実行時の実効レートと指標利率との差を信用リスクとして加味

した割引率に基づき割り引いた現在価値を時価としているため、レベル２に分類しております。
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収益認識に関する注記
　1.　顧客との契約から生じる収益を分解した情報
　　　 当社グループは事業部を基礎とした製品別セグメントから構成されており、「油脂事業」、「加工食品・素材事業」、

「ファインケミカル事業」の３つを報告セグメントとしております。
（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注） 合計油脂事業 加工食品 

・ 
素材事業

ファイン 
ケミカル 

事業
計油脂・ 

油糧
加工 
油脂 小計

日本 315,489 13,563 329,053 62,707 10,516 402,277 2,194 404,472
アジア 2,433 43,817 46,251 7,404 3,547 57,202 － 57,202
その他 72 46,596 46,668 18 4,820 51,508 － 51,508

顧客との契約から生じる収益 317,995 103,978 421,973 70,129 18,884 510,988 2,194 513,182
その他の収益 － － － － － － 358 358

外部顧客への売上高 317,995 103,978 421,973 70,129 18,884 510,988 2,553 513,541
(注)「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報システム等を含んでおります。

　2.　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
　　　 「連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記等　４.会計方針に関する事項　(６)収益及び費

用の計上基準」に記載のとおりです。

１株当たり情報に関する注記
1.　１株当たり純資産額……………………………………………… 5,634.36円
2.　１株当たり当期純利益…………………………………………… 467.37円

(注)　役員向け株式交付信託口が保有する当社株式を「１株当たり純資産額」の算定上、期末発行済株式総数から
控除する自己株式に含めております。（当連結会計年度140,200株）

　　　また、「１株当たり当期純利益」の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めており
ます。（当連結会計年度140,531株）

重要な後発事象に関する注記
　該当事項はありません。
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その他の注記
　（企業結合等関係）

共同支配企業の形成
2023年８月９日開催の取締役会において、株式会社Ｊ-オイルミルズ（以下、「Ｊ-オイルミルズ」という）との
間で、共同新設分割により新設する製油パートナーズジャパン株式会社について定めた合弁契約について決議、
締結いたしました。これに基づき、共同新設分割計画書において定める当社の水島工場およびＪ-オイルミルズの
倉敷工場における搾油工程を搾油受託事業とし、それに係る資産および負債、権利義務の一部を2023年10月２
日に製油パートナーズジャパン株式会社に承継させました。

　1.　取引の概要
①対象となった事業の名称及び当該事業の内容

当社水島工場およびＪ-オイルミルズ倉敷工場両社における搾油工程（油脂類および油粕類の製造ならびに加工）
②企業結合日

2023年10月２日
③企業結合の法的形式

当社およびＪ-オイルミルズを新設分割会社とし、両社が共同で新設する製油パートナーズジャパン株式会社を
承継会社とする共同新設分割であり、両社の出資比率は同一であります。

④結合後企業の名称
製油パートナーズジャパン株式会社

⑤その他取引の概要に関する事項
当社およびＪ-オイルミルズは、国内製油産業の長期的な課題についての共通認識のもと、将来にわたり日本の
食を支えることを目指し、「油脂と油粕の安定的な供給」、「持続可能な国際競争力の強化」の実現と、「環境・
社会課題の解決」を通して広く社会に貢献することを目的に、2021年５月より搾油合弁会社設立に関する検
討を行い、2022年11月より、西日本エリアにおける搾油合弁会社設立に関する協議を進めてまいりました。
このたび、本分割について、公正取引委員会の承認を得られたことから、2023年10月に本分割を実行するこ
とにいたしました。製油パートナーズジャパン株式会社は、国内搾油業の国際競争力強化と安定供給を長期に
わたって確保する共同運営体制の構築を目指すとともに、ＡＩやＩｏＴの活用によるスマートファクトリー
化、脱炭素社会への取り組みなど、環境・社会課題への解決にも繋がる「次世代型搾油工場」の構築に向けた
取り組みを推進してまいります。

⑥共同支配企業の形成と判断した理由
この共同支配企業の形成にあたっては、当社とＪ-オイルミルズとの間で、両社が製油パートナーズジャパン株
式会社の共同支配企業となる合弁契約書を締結しており、企業結合に際して支払われる対価はすべて議決権の
ある株式であります。また、その他支配関係を示す一定の事実は存在しません。従いまして、本企業結合は共
同支配企業の形成であると判断いたしました。

　2.　実施する会計処理の概要
「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　2019年１月16日）および「企業結合会計基準及び事業分
離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　2019年１月16日）に基づき、共同支配企業
の形成として処理しております。なお、この企業結合の結果、製油パートナーズジャパン株式会社は、当社の持
分法適用関連会社となっております。
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株主資本等変動計算書
（2023年４月１日から
　2024年３月31日まで）

（単位：百万円）
株　主　資　本

資本金
資本剰余金 利益剰余金

資本 
準備金

その他 
資本 

剰余金

資本 
剰余金 
合計

利益 
準備金

その他利益剰余金 利益 
剰余金 
合計

圧縮 
積立金

別途 
積立金

繰越利益
剰余金

当 期 首 残 高 16,332 24,742 7 24,750 3,611 594 45,100 26,534 75,840
事 業 年 度 中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △ 4,397 △ 4,397
当 期 純 利 益 12,391 12,391
圧 縮 積 立 金 の 取 崩 △ 6 6 －
自 己 株 式 の 取 得 －
自 己 株 式 の 処 分 －
株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額（純額）

事業年度中の変動額合計 － － － － － △ 6 － 8,000 7,993
当 期 末 残 高 16,332 24,742 7 24,750 3,611 587 45,100 34,535 83,834

株主資本 評価・換算差額等
純資産 
合計自己株式 株主資本 

合計

その他 
有価証券

評価 
差額金

繰延 
ヘッジ 
損益

評価・ 
換算 

差額等 
合計

当 期 首 残 高 △ 4,034 112,888 5,853 327 6,180 119,068
事 業 年 度 中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △ 4,397 △ 4,397
当 期 純 利 益 12,391 12,391
圧 縮 積 立 金 の 取 崩 － －
自 己 株 式 の 取 得 △ 3 △ 3 △ 3
自 己 株 式 の 処 分 8 8 8
株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額（純額） 3,402 134 3,536 3,536

事業年度中の変動額合計 4 7,997 3,402 134 3,536 11,534
当 期 末 残 高 △ 4,030 120,886 9,255 461 9,717 130,603

―	21	――	20	―

010_0579010092406.indd   21010_0579010092406.indd   21 2024/05/13   9:08:462024/05/13   9:08:46



個別注記表
重要な会計方針に係る事項に関する注記
　1.　有価証券の評価基準及び評価方法

①　子会社株式および関連会社株式…移動平均法による原価法
②　その他有価証券
　　　 市場価格のない株式等以外のもの…時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法

により算定)
　　　市場価格のない株式等……… 移動平均法による原価法

　2.　デリバティブの評価基準…………… 時価法
　3.　棚卸資産の評価基準及び評価方法

①　製　　　品……………………… 総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿
価切下げの方法）

②　原　材　料……………………… 先入先出法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく
簿価切下げの方法）

③　貯　蔵　品……………………… 総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿
価切下げの方法）

　4.　固定資産の減価償却の方法
①　有形固定資産（リース資産を除く）…定額法

主な耐用年数は建物および構築物が５～50年、機械及び装置、車両運搬具および工具、器具及び備品が４
～16年

②　無形固定資産…………………… 定額法
ただし、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法

③　リース資産
所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産
………………………………… 自己所有の固定資産に適用する減価償却方法
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
………………………………… リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

　5.　引当金の計上基準
①　貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権
については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

②　役員賞与引当金
役員の賞与の支払いに備えるため、当事業年度末における支給見込額に基づき計上しております。

③　退職給付引当金
従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務および年金資産の見込額に基づき計上
しております。
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法については、給
付算定式基準によっております。
数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（発生各年度における従業
員の平均残存勤務年数）による定額法により費用処理しております。なお、数理計算上の差異は、発生の翌
事業年度から費用処理しております。

④　株式給付引当金
株式交付規程に基づく役員への当社株式の給付等に備えるため、当事業年度末における株式給付債務の見込
額に基づき計上しております。

　6.　外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
外貨建金銭債権債務は決算日の直物為替相場により円換算し、換算差額は損益として処理しております。
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　7.　ヘッジ会計の方法
①　ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジ処理によっております。なお、為替予約については振当処理の要件を満たしている場合は振当処
理を採用し、金利スワップについては特例処理の要件を満たしている場合は特例処理を採用しております。

②　ヘッジ手段とヘッジ対象
  〈ヘッジ手段〉　　　　　　　　〈ヘッジ対象〉

為替予約取引………………………外貨建売上債権・仕入債務および外貨建予定売上取引・仕入取引・貸付金
商品先物取引………………………外貨建予定売上取引・仕入取引
通貨オプション取引………………外貨建仕入債務・外貨建予定仕入取引

③　ヘッジ方針
執行役員会で定められたデリバティブ・商品先物取引等管理規程に基づき、通常の事業活動における輸出入
取引等に係る為替変動リスク、原料価格の相場変動リスクおよび借入金の金利変動リスクについて、必要な
範囲内でヘッジすることを方針としております。

④　ヘッジの有効性評価の方法
ヘッジ開始時から有効性判定時点までの期間において、ヘッジ対象の相場変動の累計とヘッジ手段の相場変
動の累計とを比較し、ヘッジ対象とヘッジ手段との間に高い相関関係が認められるかにより有効性を評価し
ております。

　8.　収益及び費用の計上基準
以下の５ステップアプローチに基づき、収益を認識しております。
ステップ１：顧客との契約を識別する。
ステップ２：契約における履行義務を識別する。
ステップ３：取引価格を算定する。
ステップ４：取引価格を契約における履行義務に配分する。
ステップ５：履行義務の充足時に収益を認識する。
当社の顧客との契約から生じる収益は、主に油脂事業、加工食品・素材事業、ファインケミカル事業における商
品又は製品の販売によるものであり、当社は顧客との販売契約に基づき受注した商品又は製品を引き渡す義務を
負っております。
販売からの収益は、引渡時点において当該商品又は製品に対する支配が顧客に移転し、当社の履行義務が充足さ
れると判断しております。
これらの商品又は製品の販売による収益は、顧客との契約において約束された対価から、消費税等の税金を控除
した金額で測定しております。
また、取引の対価は履行義務を充足してから主として１年以内に受領しており、重要な金融要素は含んでおりま
せん。
販売促進費等の顧客に支払う対価については、その内容が顧客からの別個の財又はサービスに対する支払いでは
ない場合、取引価格からその対価を控除し、収益を測定することとしております。
これら商品又は製品のうち国内の販売においては、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代
替的な取扱いを適用し、出荷時から当該商品又は製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間であ
る場合には、出荷時点に収益を認識しております。

　9.　退職給付に係る会計処理の方法
計算書類において、未認識数理計算上の差異の貸借対照表における取扱いが連結計算書類と異なっております。
貸借対照表上、退職給付債務に未認識数理計算上の差異を加減した額から、年金資産の額を控除した額を前払年
金費用（投資その他の資産　その他）に計上しております。

　10. 繰延資産の処理方法
社債発行費………………………………社債償還までの期間にわたる定額法
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追加情報
　（役員向け株式報酬制度）

役員向け株式報酬制度に関する注記については、連結計算書類「連結注記表　追加情報（役員向け株式報酬制
度）」に同一の内容を記載しているので、注記を省略しております。

貸借対照表に関する注記
1.　有形固定資産の減価償却累計額（減損損失累計額を含む）………… 93,674百万円

2.　保証債務
　　銀行借入金に対する保証
　　　従業員…………………………………………………………………… 10百万円
3.　当座貸越契約およびコミットメントライン契約

　当座貸越極度額およびコミットメントライン契約の総額　 85,350百万円
　借入実行残高 5,000百万円
　差引額 80,350百万円

4.　関係会社に対する金銭債権債務
　短期金銭債権 28,635百万円
　長期金銭債権 2,542百万円
　短期金銭債務 18,118百万円
　長期金銭債務 132百万円

損益計算書に関する注記
　1.　関係会社との取引高

　売　上　高………………………………………………………………… 90,905百万円
　仕　入　高………………………………………………………………… 62,352百万円
　営業取引以外の取引高…………………………………………………… 2,498百万円

　2.　減損損失
当事業年度において、以下の資産グループについて減損損失を計上しております。

用　途 種　類 場　所

遊休資産
建物、構築物
機械及び装置

土地
小樽市

当社は、事業用資産においては事業区分をもとに独立したキャッシュ・フローを生み出す最小の単位ごとに、遊
休資産においては個別物件単位で、資産のグルーピングを行っております。
上記、遊休資産について、今後使用見込みがないことから、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を
減損損失として特別損失の区分に282百万円計上しております。その内訳は、建物123百万円、構築物90百万円、
機械及び装置20百万円、土地47百万円であります。回収可能価額は、正味売却価額により測定しております。
正味売却価額は売却見込額から処分費用見込み額を控除し算定しております。

株主資本等変動計算書に関する注記
　　当事業年度末における自己株式の種類及び株式数

普通株式…………………………………………………………………… 1,279,654株
(注)　当事業年度末における普通株式の自己株式数には、取締役等への株式報酬制度のために設定した株式交付信

託に係る信託口が所有する株式140,200株を含めております。

―	25	――	24	―

010_0579010092406.indd   24010_0579010092406.indd   24 2024/05/13   9:08:472024/05/13   9:08:47



税効果会計に関する注記
　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別内訳
　　繰延税金資産

棚卸資産 87百万円
未払費用 1,461
関係会社出資金評価損 228
固定資産減損損失 499
その他 580
小計 2,855
評価性引当額 △ 425
繰延税金資産合計 2,431百万円

　　繰延税金負債
繰延ヘッジ損益 203百万円
圧縮記帳積立金 675
退職給付引当金 687
退職給付信託設定益 370
その他有価証券評価差額金 4,081
その他 140
繰延税金負債合計 6,158百万円
繰延税金負債の純額 3,726百万円
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関連当事者との取引に関する注記
　1.　親会社及び法人主要株主等

属　性 会社の名称
議決権等
の 所 有 

（被所有） 
割合（%）

関 係 内 容
取引の内容 取引金額

（百万円） 科目 期末残高
（百万円）役員の

兼務等 事実上の関係

その他の
関係会社 丸 紅 ㈱

（被所有）
直接
16.0

転籍1人
当社製品の販売
及び原材料の仕
入

油脂・油粕の
販売（注１） 26,151 売掛金 5,733
原材料の仕入

（注２） 30,729 買掛金 1,669

（注１）　 油脂・油粕販売取引については、市場価格、総原価を勘案して当社希望価格を提示し、毎期価格交渉
のうえ、一般的取引条件と同様に決定しております。

（注２）　 原材料の仕入については、毎期価格交渉のうえ、一般的取引条件と同様に決定しております。

　2.　子会社及び関連会社等

属　性 会社の名称
議決権等
の 所 有 

（被所有） 
割合（%）

関 係 内 容
取引の内容 取引金額

（百万円） 科目 期末残高
（百万円）役員の

兼務等 事実上の関係

子会社

日清商事㈱
直接
45.5
間接
2.7

兼任１人 当社製品の販売 油脂・油粕の
販売（注１） 45,175 売掛金 10,953

日清物流㈱ 直接
100.0 兼任２人 当社製品の

製造・配送
資金の借入

（注２、３） 122 短期
借入金 5,759

大東カカオ
㈱

直接
61.2 兼任１人 当社製品の販売

資金の貸付
（注３、４） △ 957 短期

貸付金 2,510

資金の貸付
（注４） 1,395

短期
貸付金 570
長期

貸付金 2,053

（注１）　 油脂・油粕販売取引については、市場価格、総原価を勘案して当社希望価格を提示し、毎期価格交渉
のうえ、一般的取引条件と同様に決定しております。

（注２）　資金の借入については、市場金利を勘案して利率を合理的に決定しております。
（注３）　 資金の借入および貸付の取引金額についてはキャッシュマネジメントシステムによる借入および貸付

における前期末残高と当期末残高の差額を記載しております。
（注４）　資金の貸付については、市場金利を勘案して利率を合理的に決定しております。 
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収益認識に関する注記
　収益認識に関する注記については、連結計算書類「連結注記表　収益認識に関する注記　２．顧客との契約から生じ
る収益を理解するための基礎となる情報」に同一の内容を記載しているので、注記を省略しております。

１株当たり情報に関する注記
1.　１株当たり純資産額…………………………………………………… 4,026.42円
2.　１株当たり当期純利益………………………………………………… 382.02円
（注）　 役員向け株式交付信託口が保有する当社株式を「１株当たり純資産額」の算定上、期末発行済株式総数から

控除する自己株式に含めております。（当事業年度140,200株）  
また、「１株当たり当期純利益」の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めており
ます。（当事業年度140,531株）

重要な後発事象に関する注記
　該当事項はありません。

その他の注記
　（企業結合等関係）

企業結合等関係に関する注記については、連結計算書類「連結注記表　その他の注記（企業結合等関係）」に同
一の内容を記載しているので、注記を省略しております。
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